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残りの「２０１８年」を有意義に過ごそう♬ 

 早いもので今年も残り１ヶ月を切りました。みなさんにとって２０１８年はどのような年でしたか？ 

年の暮れになると誰もが忙しく走りまわる・・・と言われている「師走」ですが、「忙しい！時間がない！」

と、慌てて焦っても仕方がありません。一日一日、今日やること・できることを決めてから過ごすと、計画

的に実りある時間を過ごすことができます。２０１８年の残り１ヶ月を大切に過ごしましょう！ 

 

冬休み用の本の貸し出しが始まります！ 

☆２学期中に借りた本の返却日・・・１２月７日（金）まで  

＊この日までに借りている本を一旦返却しましょう。 

☆冬休み用の本の貸し出し・・・１２月７日（金）～２１日（水） 

＊１人４冊まで借りられます！（マンガは１冊までです） 

→期間中は何回でも貸出・返却できます。 

 

冬休み中も開館します！   

冬休みの開館日・・・①１２月２５日（火） ②１２月２６日（水） ③12 月 27 日（木） ④１月７日（月） 

開 館 時 間 ・・・午前９:００から１２:００まで（＊午前中のみ） 
          

※天候が悪い場合（雪が降っている・降る予報がでている等）は 

休館になることがあります。 

 

★公共図書館を利用しましょう★ ※公共図書館も１２／２８（金）～１月４（金）までは休館になります。 

「学校で借りた本を読み終わってしまった」「調べたいことがある」「静かな場所で勉強 

したい」という人は公共図書館を利用しましょう！ 

       ◇◇◇ 利用の際にはきちんとマナーを守りましょう！ ◇◇◇ 

大きな声で   飲食は決められた  周りの利用者の 

話さない    場所でしましょう  ことを考えよう 

 

『贈りたい本大賞』で学校賞を受賞！ 

11 月11 日（日）に、県立図書館で「贈りたい本大賞」の表彰式が行われました。学校賞は、全校の 8 割以

上の生徒が応募している学校が対象となり、県内の中学校では本校を含め２校だけの受賞でした。本校の受賞理

由は、それに加え夏休みの課題として全校で取り組んだこと、さらに学園祭のイベントの一部として学校独自の

『贈りたい本体賞』を決定し表彰を行ったということがあるからだそうです。みなさん、おめでとうございます。 

年末年始は何かと忙しい時期ですが、だからこそ心を穏やかに、

本を読む時間を作りましょう！ 

http://www.fumira.jp/cut/christmas/file4.htm
http://4.bp.blogspot.com/-b7y2k5-3YPY/UPzH8PJ65gI/AAAAAAAAKz8/-c9-RIs0iPg/s1600/books.png
http://2.bp.blogspot.com/-_MZSUPfN5kY/UyrZwbbNI1I/AAAAAAAAeYg/U6g7RSRedYg/s800/tatemono_tosyokan.png


 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『愛×数学×短歌』 横山明日希著 

愛と数学は“共有点"だらけ?Twitter で話題になった、「愛と数学の短歌コンテスト」を書籍化! 

数学と短歌。一見、遠い分野のようで、実は何かつながるものがあるかもしれません。 

 数学という世界を取り入れることで、短歌で表現できる世界が広がります。 

 この本は、愛をテーマにした数学短歌をまとめた短歌集です。 

数学同好会に所属する高校 2年生の男の子と、地方から転校してきた文芸部の女の子。 

自分にはない相手の魅力に惹かれ合う、そんなちょっと甘酸っぱい 2人のストーリーを添えて、 

「愛と数学の短歌」をあなたに届けます。 

『意味がわかるとゾクゾクする超短編小説 ５４字の物語』 氏田雄介著  

9 マス×6行の原稿用紙につづられた、世界一短い(かもしれない)短編小説90話を、あなたに。 

あなたはこの物語の意味、わかりますか――? 

 

◆このまえ研究室に送ってくれた大きなエビ、おいしかったよ。ところで、例の新種生命体のサン

プルはいつ届くのかね?……など、子どもも大人も虜にする、極上の 90話を収録。 

物語の解説&他の物語は、ぜひ本書でお楽しみください! 

新刊☆たくさん入荷したよ！ 

図書館前の「新刊掲示板」も見てね！！ 

 

『Ｍａｔｔ』 岩城けい著  

日本から移住してはや 5年。父と二人、オーストラリアに暮らす安藤真人は、現地の名門校、 

ワトソン・カレッジの 10年生(16歳)になった。Matt として学校に馴染み、演劇に打ち込み、 

言語の壁も異文化での混乱も、乗り越えられるように思えた。そこに、同じ Matt を名乗る転校生、

マシュー・ウッドフォードがやってくる。転校生のマット・W は、ことあるごとに真人を挑発し、

憎しみをぶつけてくる。「人殺し! おれのじいさん、ジャップに人生台無しにされたんだ! 」。 

第二次世界大戦、日本とオーストラリアの、負の歴史。 


